
平成３０年度 第６回

青梅市教育委員会定例会会議録

日 時  平成３０年８月１７日（金）午後１時３０分

場 所  青梅市役所３階教育委員会会議室
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第６回青梅市教育委員会（定例会）議事日程 

会  期 平成３０年８月１７日（金） １日間

場  所 青梅市役所３階教育委員会会議室

１ 教育長開会および開議宣言 

２ 会議録署名委員の指名 

３ 教育長報告事項 

４ 協議事項 

５ 議案審議 

  議案第１０号 青梅市美術館運営委員会委員の委嘱について 

議案第１１号 平成３０年度青梅市教育委員会事務点検評価報告書（平成２９年度分）の決

定について【追加議案】 

議案第１２号 青梅市就学の援助に関する規則の一部を改正する規則について【追加議案】 

６ 教育長閉議および閉会宣言 

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

教育長報告（再掲） 

１ 議会報告（教育部）

２ 平成２９年度教育費決算について（教育部）

３ 平成３０年度教育費補正予算について（教育部）

４ 小規模特別認定校児童・生徒の募集について（学務課）

５ 平成２９年度都内公立学校における体罰調査結果について（指導室）

６ 青梅市いじめ問題対策連絡協議会および青梅市教育委員会いじめ問題対策委員会の開催

について（指導室）

７ いじめゼロ宣言・子ども議会について（教育指導担当）

８ 青梅市立小・中学校「いじめ」実態調査結果〔６月分〕について（教育指導担当）

９ 青梅市の学校給食のイメージキャラクター募集について（学校給食センター）

10 平成３０年度青梅市芸術文化奨励賞表彰について（社会教育課） 

11 青梅市永山ふれあいセンターの施設利用および物品の販売行為について（社会教育課） 

12 青梅市新生涯学習施設（仮称）管理運営計画（案）のパブリック・コメント実施結果につ

いて（社会教育課） 

13 青梅市文化交流センター条例（案）等について（社会教育課） 

14 青梅市図書館の休館について（社会教育課） 

15 諸報告 

  (１) 委員会等会議録

 ア 青梅市立学校給食センター運営審議会会議録（学校給食センター）

イ 青梅市社会教育委員会議会議録（社会教育課）
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(２) 事業等の実施予定について

  ア 生涯学習事業実施予定について（社会教育課・文化課）

(３) 事業等の実施結果について

  ア 学校訪問の実施結果について（教育総務課）

イ 長期欠席児童・生徒の状況（４～６月）について（教育指導担当）

ウ サタデークラスの実施状況（６～７月）について（教育指導担当）

エ 生涯学習事業実施結果について（社会教育課・文化課）

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

  協議事項（再掲）

１ 平成３０年度青梅市教育委員会事務点検評価（平成２９年度分）について（教育総務課）

２ 青梅市就学の援助に関する規則の一部改正について（学務課）

３ 青梅市教育委員会いじめ問題対策委員会調査部会からの提言にもとづく取組について（教育

指導担当）

出 席 者   教 育 長   岡 田 芳 典

教育委員会委員   手 塚 幸 子

教育委員会委員   稲 葉 恭 子

教育委員会委員   榎 本 淳一郎

出席説明員   教 育 長 (再 掲 )   岡 田 芳 典

教 育 部 長   渡 辺 慶一郎

教 育 総 務 課 長   浜 中  茂    

学 務 課 長   石 川 裕 之

指 導 室 長   中 嶋 建一郎

教育指導担当主幹 拝 原 茂 行

学校給食センター所長 渡 部 亀四郎

社 会 教 育 課 長   塚 本 智 信

文 化 課 長   北 村 和 寛

書 記   教育総務課庶務係長   須 崎  満    

教育総務課庶務係 加 納 康 紀
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午後１時３０分開会

日程第１ 教育長開会および開議宣言 

【教育長（岡田）】 本日の定例会には、教育長および委員３名が出席しておりますので、本会議

は成立いたしました。

これより、平成３０年度第６回青梅市教育委員会定例会を開会いたします。

 本日の会議を開きます。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第２ 会議録署名委員の指名 

【教育長（岡田）】 初めに、会議録署名委員の指名を行います。

本日の会議録署名委員には、稲葉委員を指名いたします。

【委員（稲葉）】 はい、わかりました。

【教育長（岡田）】 次に、平成３０年度第２回定例会、第３回定例会、第４回定例会および第５

回定例会の会議録が机上に配付されております。次回までにご覧いただきまして、次回の定例会

でご承認をいただきたいと思います。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第３ 教育長報告事項 

【教育長（岡田）】 それでは、教育長報告事項から始めます。

まず初めに、皆様から報告をちょうだいしたいと思いますが、どなたかございますか。

【委員（稲葉）】 保育園が主催する夏のセミナーが夏休みで開かれているんですけれども、そ

こで保育園の方も、幼保だけのかたまりで子どもたちを育てていくのはちょっと限界かなとい

うところで、保育園主催なんだけれど、小学校も視野に入れて、保育園から小学校へ上がるま

での子どもたちの繋がりを考えて保育を考えていこうというところで、行ってきた講演会が「一

人一人が輝く、対話が生まれる教室」ということで、教育実践家の菊池省三さん、元小学校の

先生なんですけれども、彼の授業のドキュメンタリーと、それから講演を聞いてまいりました。

その中でやはり、今までの教育の授業の指導法とはちょっと変わった、子どもの力、考える力

を伸ばして、対話型で、どちらかといえばディベートみたいな感じとか、そういう感じで授業

を進められていて、本当に、支援を必要とする子どもたちもきちっと普通学級の中で育って発

言し、そしてクラスの中で色々な主導権も握れるような形になっているのを見てまいりました。

このパンフレットを貰ってきたんですけど、山形の教育委員会でも取り上げて、この先生の講

演会なりを教職員の方々、父兄の方々に見ていただくということを主催されていますので、青

梅の先生方にもぜひぜひ映画だけでも、講演会だけでも見ていただいて、指導のひとつの指針

というか、いいものにしていくための資料にしていただければいいかなと思います。先生を集

めて「菊池学級」という、授業をどう進めるかという講座も開かれているので、この青梅市の

中でそういうところに参加されている先生もいらっしゃるかもしれませんけれど、子どもたち

が生き生きと考えて発言できる、自分の考えを述べられる授業展開、単発なんですけれども、
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ころっと授業内容が変わっていくというのがドキュメンタリーでありましたので、とってもい

いなと思います。

それからもう一つ、保育園が考える、保育園が今開いている子育てひろばですね。青梅市は

子育て推進課が開いている子育てひろばが沢山あって、とてもいいなと思うんですけど、保育

園が開いている子育てひろばのあり方という講演会にも出席したんですけれども、専門性を持

った保育園の先生方が開いている子育てひろばなので、親の応援がとても大事になってくるの

でというところで、やはり教育委員会としても青梅市の子育てのところ、そういった子育て推

進課の繋がりと、保育園での子育てひろばの繋がりというのを大事にして取り上げていければ

いいかなと思います。

今、青梅市では子育てひろば会議というのが開かれていて、各子育てひろばのリーダーが出

席して色々話し合われているようですけれど、内容を聞きますと、本当にひろばの報告事項と、

悩みのこんなふうなんだけれどというだけの話し合いになっているので、それをいかに小学校

に繋げていくかというところのひと工夫が必要かなととても思っております。

以上です。

【社会教育課長（塚本）】 菊池省三さんの映画をご覧になったんですか？

【委員（稲葉）】 映画は１部、２部、全部見ました。

【社会教育課長（塚本）】 もしＤＶＤとかそういうのになっていれば、ぜひ図書館の方にと思

います。よろしくお願いします。

【委員（稲葉）】 はい、ありがとうございます。

【委員（手塚）】 段ボールアート展、申しわけありません、私まだ行けてないんですが、い

ただいた招待券を図書のボランティアで一緒になっている小学生をお持ちのお母さんたちに

お渡ししたところ、もう行ってくださったということで、もう本当に子どもたちが帰らなく

て、親は見ているだけなので「帰るって言ってくれなくて大変でした」という話を伺って、

それはよかったなと思いました。小学生さん、冬の作品展では美術館に行ってくれたことが

あると思うんですけれど、それ以外だと割と大人向けの企画が多かったりで、今回はがっつ

り楽しんでいただけたのではないかなと思います。まだ９月の頭までありますので、沢山の

お子さんたち、お母さん・お父さんたちにいらしていただきたいなと思います。

それから、今年も夏休みに都立高校の小学生向けの学校見学というのを例年のようにとい

う感じでやっているようで、自分の子どもも、「小学生なんかが見に来てどうするんだろう」

と言っていて、「ああ、君のときにはそんなこと全然考えてあげてなかったよね」という話を

したんですけれども。もう小学生のときから、熱心なところは４、５年生になると、中学受

験をしないお子さんでも高校受験を考えて準備を始める。きりきりとしたことではなくて、

基礎的なことで準備を始めるみたいなことを聞いておりますので、青梅の子どもたちにもぜ

ひ参加してほしいなと思いながら聞いておりました。

それから、夏休み前から、運動部にしても文化部にしても色々な部活があって、コンクー
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ルとか、夏の大会とか、皆さんやっています。これから活動の時間もコンパクトにしたり、

先生方の負担を減らすために色々な工夫をされているということで、いいなという部分と、

上を目指したいというお子さんたちと、その辺のバランス。私立なんかとも同じ舞台で戦わ

なければいけないとなったときに、この子たちをどういうふうに応援していってあげたらい

いのかなというのを、少し考えてみました。

以上です。

【委員（榎本）】 ちょっと古い話になるんですが、１カ月以上前、「食物アレルギーに関する

研修会」というのが市役所で開かれまして、学校保健関係者が対象だったんですが、総合病院

小児科の下田先生の講義がございました。その中で色々ためになる話があったんですけど、食

物アレルギーの子どもに関してはすべて排除するという方向なのかなと思ったんですが、そう

ではなくて、先生に言わせると、食べられる量までは食べさせると。栄養的な面があるのかと

思いますが。ただ、いつもは食べられる量でも、学校でありがちなんですけど、運動したりす

るとアレルギー反応があらわれてしまうということがありますので、そういうことでは量に関

しては子どもでは決められないので、先生とか保護者が管理していくことが大切だという話で

ございました。

あと、アレルギー時に使うエピペンという注射薬のデモができたんですが、それについても、

実際起こったときには素人が打つわけで、なかなか厳しいんじゃないかということをすごく感

じました。事前に、誰が判断して誰が打つということは決めておくことは大切なのかと思いま

した。

薬剤師的な立場から言いますと、先生もおっしゃっていたんですが、迷ったら打ってしまっ

て大丈夫だと。普通の状態で打っても少し心臓がばくばくするとかそういうことが起きるだけ

ですので、その辺の判断は事前にしっかり学校ごとに決めておくことが大切かと思います。

以上です。

【教育長（岡田）】 私の方からですけど、８月５日（日）に第３７回黒沢川の清掃活動に行っ

てまいりました。これは３７年前に当時の第六中学校の生徒が発議してということで、子ども

たち中心に実施しているとのことです。年々、少子化の影響もあるんですが、８割以上の第七

小学校・第六中学校の児童・生徒が参加し、また両校の校長・副校長を含め担任の先生方もお

手伝いされておりました。青梅坂のあたりから両郡橋まで広い範囲内を、それぞれ草刈り中心

に実施をしておりました。

それから、先ほどの段ボールアートですが、昨日市長と、中間のところで視察に行ってまい

りました。８月１５日現在、開催日数２２日、４２日の半分の折り返し時点で、延べ入場者が

６，１８９人、１日平均２８１名ということで、小学生よりも乳幼児、４・５歳児が一番多く

なっております。市長の方とも打ち合わせしまして、８月中に１万人を超えるんじゃないかと

いうことで、１万人達成のときには何か記念品を差し上げたらどうか、今検討しているところ

でございます。
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それから、第１７回青梅市青少年友好親善使節団ということで、８月８日からボッパルトに

行っておりまして、本日夕方６時に青梅市に戻ってくる予定でおります。今回は１０名の青少

年ということで、大学生３名、高校生２名、中学生５名、合計１０名でした。中学校では新町

中学校から４名、泉中学校から１名の５人という構成でございました。順調にいけば３時前に

羽田到着、６時に青梅に帰国という予定でございます。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

１ 議会報告（教育部）

【教育長（岡田）】 それでは、続きまして、教育長報告事項を説明させていただきます。

教育長報告事項１、議会報告を説明いたします。

【教育部長（渡辺）】 それでは議会報告でございます。報告事項の１、お手元の報告資料１を

ご覧いただきたいと存じます。

平成３０年青梅市議会定例会６月定例議会報告でございます。

会期につきましては、記載のとおり平成３０年６月８日から６月２５日までの１８日間で、本

会議は６月８日、１１日、１２日および２５日の４日間の日程で行われました。

議案審議につきましては、市長提出議案が１１件で、すべての議案が可決されております。ま

た、陳情につきましては３件でございまして、すべて参考配付とされたところでございます。

続きまして、一般質問についてご報告させていただきます。一般質問は６月８日、１１日、  

１２日の３日間行われ、教育委員会関係につきましては８人の議員から質問があり、教育長から

それぞれ答弁いたしました。

報告資料１の１ページ中段でございますが、初めに鴻井議員から、「ＳＯＧＩ（性的指向と性

自認）の諸問題について」と題し、１回１項目の質問があり、１ページ中段から２ページ中段に

記載のとおり答弁をしてございます。

次に、２ページ下段でございますが、島崎議員から、「子育て支援と教育費の負担軽減につい

て」と題し、４回２３項目の質問がございまして、２ページ下段から１０ページ下段に記載のと

おり答弁をしてございます。

次に、１０ページの下段でございますが、阿部議員から、「青梅市における広告事業のさらな

る推進について」と題し、１回１項目の質問があり、１０ページ下段に記載のとおり答弁をしで

ございます。

また同じく１０ページ下段でございますが、湖城議員から、「スマートフォンやパソコンを活

用した『いじめ・自殺相談』で子どもたちの命を守る取り組みを」と題し、３回５項目の質問が

あり、１０ページ下段から１３ページ下段に記載のとおり答弁をしてございます。

次に、１３ページの下段でございますが、ひだ議員から、「市内中学生の死亡に関してのいじ

め問題対策委員会専門調査部会の調査結果の公表について」と題し、４回１１項目の質問があり、

１３ページ下段から１５ページ下段に記載のとおり答弁をしてございます。

また同じくひだ議員から、１５ページの下段でございますが、「市民の生涯学習をどのように
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推進し支援していくのかについて」と題し、１回４項目の質問があり、記載のとおり答弁をして

ございます。

次に、１６ページの下段でございますが、大勢待議員から、「小中学校のトイレの状況につい

て」と題し、３回３項目の質問があり、１６ページ下段から１８ページ中段に記載のとおり答弁

をしてございます。

続きまして、１８ページ中段でございますが、藤野議員から、「子どもや高齢者などに温かい

公共施設のあり方について」と題し、３回４項目の質問があり、１８ページの中段から１９ペー

ジの下段に記載のとおり答弁をしてございます。

次に、１９ページの下段からは、田中議員から、「性的マイノリティに配慮した中学校の標準

服について」と題し、１回２項目の質問があり、１９ページ下段から２０ページ下段に記載のと

おり答弁をしてございます。

次に、２０ページ下段にございます福祉文教委員会についてご報告を申し上げます。こちらは

同じく平成３０年６月１３日に行われました福祉文教委員会では、所管事務調査事項として２件、

報告事項として２件の質疑が行われました。質疑の内容につきましては、担当課長よりご報告を

させていただきます。

【学務課長（石川）】 福祉文教委員会の所管事務調査につきましてご報告申し上げます。

学務課関係でございます。「小規模特認校および小中一貫校について」ご報告させていただき

ます。

まず、教育部長から学校規模適正化、学校再編等について説明を行った後、各委員から質疑を

受けております。

初めに、２０ページ下段から２１ページ中段にかけまして、みねざき委員から、通学距離につ

いてなど３項目の質問があり、答弁の内容は記載のとおりであります。

続きまして、２１ページ下段から２２ページ上段にかけまして、片谷委員から、学区域見直し

についてなど２項目の質問があり、答弁内容は記載のとおりであります。

続いて、２２ページ上段から中段にかけまして、湖城委員から、適正な通学距離についてなど

３項目の質問があり、答弁内容は記載のとおりであります。

続きまして、２２ページ下段から２３ページ上段にかけまして、島崎委員から、小規模特認校

の応募と入学状況についてなど４項目の質問があり、答弁内容は記載のとおりであります。

続きまして、２３ページ中段から下段にかけまして、山崎委員から、学校規模の適正化につい

てなど３項目の質問があり、答弁内容は記載のとおりであります。

続きまして、２３ページ下段から２４ページ上段にかけまして、山本委員から、クラスの人数

についてなど２項目の質問があり、答弁の内容は記載のとおりであります。

続きまして、２４ページ中段から下段にかけまして、阿部委員から、学校規模適正化について

など２項目の質問があり、答弁内容は記載のとおりであります。

学務課からは以上であります。
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【指導室長（中嶋）】 指導室・教育指導担当関係で、学力向上施策についての内容で、ステッ

プアップクラスの視察がございました。６月１３日に河辺小学校および霞台中学校、実際に算

数・数学を教えていただいている内容を委員の皆さんに見学していただきました。

以上でございます。

【社会教育課長（塚本）】 続きまして、２４ページから２７ページにかけまして、社会教育課

関係報告事項についてご報告いたします。

青梅市新生涯学習施設（仮称）管理運営計画（案）へのパブリック・コメントによる意見募集

について報告を行い、みねざき委員以下５人から質問がありました。

２５ページ、みねざき委員からは、ワークショップでの意見の取り扱い等につきまして６項目、

２５ページ中段、島崎委員からは、プロデューサーについてなど４項目、２６ページにまいりま

して、山崎委員からは、施設名称およびネーミングライツについて、山本委員からは、スケジュ

ールについてなど５項目、湖城委員からは、駐車場についての質問がありました。答弁の内容に

つきましては記載のとおりでございます。

以上です。

【教育指導担当主幹（拝原）】 ２７ページ上段、指導室・教育指導担当関係についてご報告さ

せていただきます。

いじめ問題対策委員会調査部会報告についてでございます。４人の委員から合計９項目の質問

がございました。

みねざき委員からは重大事態について３項目、島崎委員からは３月１５日の全校生徒への説明、

３月２７日の保護者会での説明等について３項目、山本委員からは報告書に関する議会対応につ

いて１項目、結城委員からは調査部会の報告書について２項目の質問があり、いずれも記載のと

おり答弁してございます。

なお、今回の件につきまして、教育委員会としては正式に重大事態としておりませんでしたが、

今後に向けて今回の件を重大事態ととらえておくべきではないかとのご意見がございました。

報告は以上でございます。

【指導室長（中嶋）】 続きまして、２９ページ、６月１５日に行われました予算決算委員会（補

正予算）についてご報告いたします。

指導室関係で６人の委員からご質問いただきました。

初めに、みねざき委員より学校マネジメント強化事業について、またスクール・サポート・ス

タッフについて、２９ページ下段、藤野委員からはスタディアシストについて、おめくりいただ

いて３０ページ中段、片谷委員からは校務支援システム、出退勤システムについて、下段の大勢

待委員からは今回の件に関して保護者の負担軽減について、３１ページ上段、ひだ委員からはス

クール・サポート・スタッフの仕事内容について、それから校務支援システムの契約関係につい

て、最後に田中委員からは校務支援システム導入にあたっての支出を減らす工夫、校務支援シス

テム導入後の業務が大変という内容に関してのご質問があり、記載のとおり答弁いたしておりま
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す。

以上です。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（榎本）】 「子ども１１０番の家」のことについて質問があったと思うんです。うちの

店もやっているんですが、やってくれと言われて特にそのまま何も連絡がないという状況で、自

覚しているところも結構少ないのかなということもあります。年に１回くらいは、お便りでもい

いので、どのようなことがあったとか、子どもが助けを求めてきたら、やることは皆わかってい

るとは思うんですけれど、一応どうするべきみたいなことを伝えておくことは必要なのかなと思

いました。

【教育総務課長（浜中）】 ありがとうございます。「子ども１１０番の家」につきましては、３

年に１度なんですけれども、ご協力いただいている各店舗あるいは個人のお宅に、アンケート調

査の依頼をしております。そのときに、今回は各学校の児童代表のお礼状も、その協力者のとこ

ろにはご送付させていただいたところでございます。３年に１度というその間隔が適正なのかど

うか。今の榎本委員さんの、毎年せめてそういう手紙をというところは、今後の検討の材料とさ

せていただきたいと思います。

【委員（榎本）】 みんな高齢化が進んでいると思うんです。

【委員（手塚）】 今の「子ども１１０番の家」ですが、親としてはあれを出しておいていただ

くというだけでも予防効果というのが絶対あると思うんです。特に町中はそうでもないかもしれ

ないですけれど、うちの方だと昼間全く誰にも会わない状態なので、ああいうものが出してある

と、そういうのに気をつけている地域なんだなというふうに思ってもらえる効果もあるので、例

えば助けた件数が少ないからやめちゃうということではなくて、少ないのはこういうことをちゃ

んとやっているからなんだよという考え方で、ぜひ続けていただきたいなと思います。

それから、感想になってしまうんですけれども、性的マイノリティに配慮した中学校の標準服

という話題を挙げていただいているところで、やっぱり考えなければいけないところだったりと

か、私なんかも中学生の保護者をしているときに、ズボンが選べたらなという女の子の声を聞い

たりしました。これが性同一性障害だからスカートがいいんだ、ズボンがいいんだじゃなく、自

由に選べるように。私は女の子だけどズボンの方が生活しやすいからズボンを選ぶんだというこ

とを認めるという、まずそこの土台をつくってからでないと、いきなりＬＧＢＴの子だけにとか、

性同一性障害のあるお子さんだけが選ぶというふうにするのって、なかなか大変なことだと思う

ので、まずはそういう選択制を広げるという意識を持っていただく。中学校長会の先生方とまず

は協議していただきたいということ。難しいのは、ブレザーだとスカート、スラックスを選びや

すいんですけど、学ランだと選びにくかったりとか、その辺の問題もあります。すぐには進まな

いとは思うんですけれども、根底のところで、どうしても嫌な子は、青梅市ではあくまでも標準

服ということなので、本人の意向に合った学校に着ていくのにふさわしいような清楚な服装であ
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ればよしにするぐらいの幅をとってあげれば、もしかしたら対応ができることかもしれない。そ

の辺はぜひ先生方に、柔軟な対応で話し合っていただければなと思います。

あとトイレのところで、私、第三小学校に図書ボランティアで入らせていただく中で、改修後

のトイレを使わせてもらっているんですが、本当に明るくてきれいです。女の子のお母さんから、

「うちの子は学校のトイレが嫌で、いつもダッシュで帰ってきて、トイレ、トイレって駆け込む

んだよ」という話を聞いていたので、「新しくきれいになってよかったねえ」という話をしてお

ります。質問の中にも、改善が一番必要な場所はトイレということが出ています。実際に本当に

トイレというのはどんどん清潔な環境でというところになってきています。それから、改修して

いただいたトイレであれば、今は業者の方だけが掃除をしている状態ですけれども、ドライなフ

ロアできれいな状態であれば、子どもたちがお掃除をするということも考えられるのではないか

なと思って見ておりました。

感想です。

【委員（稲葉）】 夏休みの間、あちらこちらの子育てセンターを回ったんですけれど、生涯施

設で神戸市役所を改装した「みんなのホール」みたいなところへ行ってまいりました。そこは本

当にだだっ広いホールだけなんですけれど、１区画に、小さいんですけれど喫茶コーナーがあり

ました。そこを運営しているのが神戸で運営しているコーヒー店がショップを出しているので、

きちっとした対応をされています。私たちは市役所に用事はないんだけれど、一般市民が涼をと

りにそこにふらっと寄って、そして話ができる素敵な広場になっていました。それは業者に頼ん

でしっかりした運営をされているので、市役所に関係ない人でも立ち寄れる環境ができているな

と。

で、椅子と机が、これは椅子です、これは机ですというのが全然なくて、大きな木を同じ高さ

であっちこっちに置いてあって、大小さまざまに置いてあって、好きなところに自由に座って、

テーブルにも使える。衛生面からするとちょっとどうかなと思うんですけれども。私たちが行っ

たときは数人の利用だったんですけど、ふっと気がつくと、どうも満員みたいな形で皆さん使っ

ていらしたので、これは市の施設としてはいいなと。

それから、秋田のおもちゃ美術館に行ってきたんですけれど、そこは僻地なところにあるので

飲食コーナーが必要だからといって募集したんですが、あんなところに子どもの施設をつくって

も誰も来ないだろうと、業者は一切手を挙げなかったそうです。そこで、運営を任されたＮＰＯ

が独自で、自分たちで考えて、秋田のお米を使っておにぎりのセット、お味噌汁とおにぎりとお

新香をつくったのが大好評で、１カ月で１万人の来館者があったということです。

事業者がきちっとコーナーを設けて市民を集めているのと、それからＮＰＯが工夫をして乳幼

児のところで集めているという集客法を二つ見てきて、それぞれが市民のこと、利用者のことを

思いながら本気で取りかかっているなというのが、とてもよくわかりました。

そのコーヒー店も、単なるコーヒーを出すのではなくて、すごく暑かったので氷をやってみた

り、フラッペをやってみたり、それぞれ市民の要望に合ったようなメニューを考えてされていて、
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大人だけでなくて子どもたちも多かったので、青梅もこういうものを参考にすればいいかなと思

いました。いいものになるといいなと思っています。

以上です。

【教育長（岡田）】 ありがとうございました。教育指導担当主幹の方からいじめ問題について

のお話があったと思うんですが、この件につきましては間もなく３年が経過するところなんです

けれども、時系列の資料を次回準備いたしまして、重大事態としてとらえ切れなかった点も含め

て、今後につきましても、どこでどういうすべになったかを改めて反省も含めて検証を、皆さん

で協議事項として話し合いたいと思います。次回お願いしたいと思いますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

２ 平成２９年度教育費決算について（教育部）

【教育長（岡田）】 それでは次に、教育報告事項２、平成２９年度教育費決算についてを説明

いたします。

【教育部長（渡辺）】 それでは、お手元の報告資料２の平成２９年度教育費決算について、を

ご覧いただきたいと思います。

初めに、１．青梅市一般会計の決算概要についてご報告申し上げます。

歳入でございますが、記載のとおり５０１億５，２８８万６，７３８円で、前年度に比べまし

て０．３パーセント、１億５，８７５万円余りの増となっておるところでございます。

歳入増の主な要因でございますが、アの市税につきましては、個人市民税が２．１パーセント

の減、市たばこ税が５．２パーセントの減となっておるところでございますが、法人市民税が  

２８．９パーセントの増となるなど、市全体といたしましては１．１パーセントの増となったと

ころでございます。

また、イの地方消費税交付金につきましては、個人消費等の増加などによりまして、前年度に

比べて１，１８４万円、０．４パーセントの増となったところでございます。

ウの地方交付税でございますが、普通交付税が２４億３，２４７万円で、前年度対比といたし

ましては６．９パーセント増加となっております。また、特別交付税と合わせました交付税全体

では、２６億５，４０３万円となったところでございます。

エのその他交付金では、株式等譲渡所得割交付金や自動車取得税交付金等の増加によりまして、

３８．５パーセントの増というところでございます。

これらが収入の増の要因となっているところでございます。

２ページをご覧いただきたいと存じます。（２）歳出でございますが、歳出の総額では４８５

億９，１３２万６，１３９円、対前年度比では１．１パーセント、５億３，６２２万円余りの減

となっているところでございます。歳出減の主な要因でございますが、アの人件費は職員給与の

減などによりまして４．７パーセントの減、イの物件費では、都知事選挙執行経費などの減によ

りまして２．７パーセントの減、飛びまして、オの投資的経費では民間保育施設補助経費や、ま
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た市営住宅施設整備経費などの減によりまして、１７．１パーセントの大幅な減などによるもの

でございます。

以上の結果、３ページ（３）では、形式収支につきましては１５億６，１５６万円および実質

収支は１５億３，１４７万円となっております。なお、単年度収支につきましては７億     

３，６７８万円のプラスとなり、財政調整基金積立金を算入した実質単年度収支は１１億   

３，４１４万円のプラスとなったところでございます。

以上が、一般会計の決算概要の報告でございます。

次に、３ページ中段でございますが、２は教育費の決算についてございます。

（１）事業概要についてであります。恐縮ですが、１枚おめくりいただきまして、別紙１をご

覧いただきたいと存じます。

市長が教育委員会と協議して策定した青梅市教育大綱によりまして、教育委員会では５つの基

本方針に沿って施策の展開を図ってまいりました。

１つ目は、「人権尊重の精神」と「社会貢献の精神」の育成を基本方針として、児童・生徒の

いじめ根絶を目的とした記載のとおりの事業を行っております。２つ目は、「豊かな個性」と「創

造力」の伸長を基本方針として記載の４つの事業を、３つ目は、生涯学習の推進と社会教育の充

実を基本方針として記載の事業を、４つ目は、文化・芸術の振興を基本方針として記載の５事業

を、５つ目は、「市民の教育参加の促進」と「主体的な教育行政の推進」を基本方針として記載

の２事業を実施しております。

平成２９年度の事業概要につきましては以上とさせていただき、次に教育費の決算状況につい

てご報告申し上げます。別紙２をご覧いただきたいと存じます。

まず、表の上段の予算現額の計の欄でございますが、４６億４，９９９万円で、歳出決算額と

いたしましては２ページの上段の支出済額欄のとおり、４４億２，００３万１，８２２円となっ

ているところでございます。歳出決算額を前年と比較いたしますと、率といたしまして約６．６

パーセントの増となっておるところではございます。

各款ごとの歳出の詳細につきましては、別紙２の備考欄をご覧いただきたいと存じますが、歳

出予算額が増額となった主な要因についてご説明申し上げます。

まず、別紙２の３ページ、左から３列目の目の欄の２、教育指導費欄の一番右側、備考欄の学

校教育指導経費でございますが、学校マネジメント強化モデル事業による学校経営補佐等の任用

に伴い、臨時事務賃金が対前年度比で８３０万円余の増となっておるところでございます。

次に、少々飛びますが、１７ページをご覧いただきたいと存じます。目の欄の２、小学校施設

費の備考欄の３、学校施設整備経費でございますが、特別支援学級施設整備工事費、煙突改修等

工事費が増額となっているところであり、また２０ページ備考欄の上段には便所の改修工事３校、

空調設備工事費を１５校で新たに実施するなど、対前年度比で２億７，３００万円余の増となっ

ておるところでございます。

続きまして、ちょっとまた飛びますが、２５ページをご覧いただきたいと存じます。上段の目
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の１、中学校総務費の備考欄５の就学困難生徒就学奨励経費でございますが、特別扶助費の補助

単価を増額したこと、あるいはまた支給の月を中学校１年生の１年時の９月の支給から小学校６

年時の３月の支給と前倒ししたことに伴いまして、９７０万円余の増となっているところでござ

います。

次に、４７ページの下段をお願いしたいと思います。目６、新生涯学習施設費の備考欄の２、

新生涯学習施設建設経費でございます。１枚おめくりいただきまして５０ページ、備考欄の４列

目に測量委託料が減額となっております。その一方、その下の設計委託料および調査委託料が増、

また工事費が大幅に皆増となっているなど、対前年度比で２億３，１００万円余の増となってい

るところでございます。

以上、大変雑駁ではございますが、教育費決算の主な増額等の内容の説明とさせていただきま

す。

続きまして、別紙３をお開きいただきたいと存じます。平成２９年度における主な施策の実施

状況についてでございますが、記載のとおりでございますので、後ほどお目通しいただければと

思います。

説明は以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

よろしいでしょうか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

３ 平成３０年度教育費補正予算について 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項３、平成３０年度教育費補正予算についてを説明いた

します。

【教育部長（渡辺）】 それでは、お手元の報告資料３、平成３０年度６月の補正予算および９月

補正予算につきまして、ご報告申し上げます。

なお、９月の補正予算につきましては、９月議会の議決前でございますので、取り扱いにつき

ましてはご注意をお願いしたいと思います。

それでは、まず１ページをお願いします。まず６月補正予算の歳入でありますが、東京都が支

出する補助金および委託金の交付決定があり、記載の６項目について補正をするものであります。

表の左から３列目、太枠の欄に補正額とありますが、今回補正する額を記載しておりまして、（１）

においては学校における働き方改革推進事業補助金や（３）のスクール・サポート・スタッフ配

置事業委託金など、総額で７，６４９万３，０００円を計上するものであります。

次に裏面の２ページをお願いいたします。歳出でありますが、表の左側区分の欄に記載してお

ります人事管理経費から教育情報システム経費について補正しようとするものであります。

右側の補正額の内訳・説明の欄をご覧いただきたいと思います。それぞれの区分の経費内容を、

人事管理経費の社会保険料等から教育情報システム経費の備品購入費まで、その経費の内訳を記
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載してございます。

なお、これらの補正につきましては、歳入補正の都支出金に伴う補正でございまして、各経費

の下の括弧の中には、特定財源の内訳を記載しているところでございます。

歳出の補正額につきましては、表の左から３列目、太枠の欄に補正額とありますが、今回歳出

補正する額は総額で１億１，９８３万９，０００円とするものでございます。

６月議会に提出した教育費の補正予算についての報告は以上でございます。

続きまして、３ページをご覧いただきたいと存じます。９月補正予算の歳出でございます。

表左側の区分の欄に記載しております就学事務実施経費から生涯学習推進経費についての補

正をしようとするものでございます。

右側の補正額の内訳・説明の欄をご覧いただきたいと存じます。それぞれの区分の経費内容を、

就学事務実施経費のプログラム開発等委託料から生涯学習推進経費の備品購入費まで、その経費

内容等を記載してございます。主な補正内容といたしましては、給食残さ処理委託料やブロック

塀等の改修工事費などでございます。

なお、一番下にございます生涯学習推進経費の備品購入費につきましては、青梅信用金庫から

の寄付金をお示しの経費に充当したものでございます。

表の上段、左から３列目の太枠の欄に補正額とありますが、９月議会において歳出補正する額

は、総額で１，６５７万４，０００円を補正するものでございます。

９月議会に提出する教育費の補正予算についての報告は以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（手塚）】 ３ページの給食センター経費の給食残さ処理委託料として数字が入っている

のは、もしかして牛乳の処理費のことですか。

【学校給食センター所長（渡部）】 委員おっしゃるとおり、牛乳の処理費でございます。給食

残さ委託料の方の１４２万８，０００円は、産廃施設での処理の費用になります。その下の産

業廃棄物収集運搬業務委託料は、その処理施設まで運ぶ運搬費用となっております。

【教育長（岡田）】 補正についてよろしいでしょうか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

４ 小規模特別認定校児童・生徒の募集について（学務課）

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項４、小規模特別認定校児童・生徒の募集についてを

説明いたします。

【学務課長（石川）】 それでは、小規模特別認定校児童・生徒募集について、ご説明させてい

ただきます。

報告資料４をご覧いただきたいと存じます。

平成３１年度におけます成木小学校および第七中学校の小規模特別認定校制度によります募

集予定人員等についてお示ししております。あわせまして、特別認定校入学・転入学のパンフ
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レットを机上に配付させていただいております。後ほどお目通しいただきたいと思います。

初めに、１としまして成木小学校についてでありますが、平成２１年度から小規模特別認定

校制度によります募集を開始しておりまして、平成３１年度で１１年目を迎えます。

（１）の定員および募集人員でありますが、募集は例年どおり１学年から３学年としており

ます。各学年の定員を２０名とし、学区内の入学予定者および学年進行によります進級者を除

いた人数を募集予定人員としております。

（２）の学校見学会・説明会につきましては、９月７日および１５日の２回を予定しており

ます。

（３）申込期間、（４）面接につきましては、記載のとおりでございます。

続きまして、第七中学校についてご説明させていただきます。平成２４年度から小規模特別

認定校制度によります生徒の入学を受け入れておりまして、３１年度で８年目を迎えます。

（１）定員および募集人員についてでありますが、募集は前年度と同様１学年のみとしてお

り、１学年の定員２０名に対しまして、成木小学校からの入学予定者１６名が見込まれますた

め、募集予定人員は４名としております。

（２）学校見学会・説明会でございますが、学校見学会につきましてはすでに終了しており

ます。また、９月２７日に説明会の開催を予定しております。

（３）申込期間、（４）面接につきましては、記載のとおりであります。

なお、両校の児童・生徒募集の周知につきましては、成木小学校については市内の幼稚園・

保育園を通じまして、３歳児の子どもたち全員を対象として保護者にチラシを配布しておりま

す。また、第七中学校につきましては、市内の小学校６年生全員に配布いたしております。教

育委員会としても、広報おうめ、ホームページ等を通じまして周知を図ってまいります。

説明は以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（稲葉）】 やはり立地条件があるので、スクールバスがあって、それに乗るというとこ

ろで、何か改善というかそういうものがあればもうちょっと人数募集もできるしというところ

があると思うんです。行かせたくても親が子どもたちをそこまで送っていけない条件のご家庭

もあるので、沢山の人数のところから少人数で丁寧にということをご希望される親の要望にこ

たえるために、ぜひぜひ色々なルートを使って、成木小学校なり第七中学校なりに行けるルー

トができる、それから帰れるルートができるとなると、親の送迎の負担がなくなっていいかな

と思います。その辺のところはどういう進捗状況になっているんでしょうか。

【学務課長（石川）】 成木小学校の栞の裏の入学条件の下の２つ目に、「卒業まで保護者の責

任と負担で通学させること」とありますけれども、新町から成木を結ぶスクールバスを利用で

きる可能性もありますということで、下の方に写真も入れたりしてやっております。バスの本

数、回数の増加ということになりますと、ちょっと予算等も伴いますので、なかなかすぐには
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対応できないんですけれども、こういったことを利用していただく中で、ぜひ小規模特別認定

校制度を利用していただきたいという中で周知を行っているところでございます。

【委員（榎本）】 第七中学校の学校見学会はもう終わったと思うんですけど、実際にはどのく

らい見えているんですか。

【学務課長（石川）】 第七中学校につきましては、７月２３日から２６日まで実施していると

ころなんですけれども、大変申しわけありません、実際に何人見学に見えたかということを把

握しておりませんので、次回の教育委員会の中でご報告させていただきたいと思います。

【教育長（岡田）】 ほかにいかがでしょうか。よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

５ 平成２９年度都内公立学校における体罰調査結果について（指導室） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項５、平成２９年度都内公立学校における体罰調査結

果について を説明いたします。

【指導室長（中嶋）】 それでは、報告資料５をご覧ください。平成２９年度に発生した都内公

立学校での体罰の調査における青梅市の結果であります。６月２８日付けで東京都教育委員会

が公表しました数字の中の青梅市の数字となります。

今回、小学校で不適切な指導が３件、暴言等が４件、中学校で暴言等が１件ございました。

また、指導の範囲内は小学校で６件ございました。

小学校での不適切な指導につきましては、肩をもち壁に押しつける、バインダーで軽く叩く、

顔を向かせるために胸ぐらを掴むというものでした。暴言等につきましては、小学校では柱を

足で蹴る、子どもをあだ名で呼ぶ、アホと言う、中学校では、机・椅子を蹴る、というもので

した。

裏面には、平成２７年度からの件数をあわせて載せております。前年度に比較して小学校が

７件増加、中学校が２件減少となっております。

それぞれの教員には管理職より指導しておりますが、校長会、副校長会でも情報共有し、同

様のことが起こらないよう、さらに指導してまいります。

また、２枚目には、ホームページで公表されております都全体の調査結果の概要をお示しし、

中央付近の態様別の（２）不適切な行為、この中に不適切な指導、暴言等が含まれております。

裏面をご覧ください。中央付近に課題がまとめられておりますが、全体として体罰等は減少

しているものの、暴言等が増加しているとのことです。

報告は以上です。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（稲葉）】 これは教員が児童にという感じなんですけど、児童が教員にというのもある

と思うんですけど、その辺の把握はどうなんでしょうか。現場でいうと、やはり子どもたちの

教員に対する、若い教員の気持ちを鬱々とさせるような言葉を言う子どもたちというのを現場
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で見たりしていますので、その辺のところは生徒指導につながると思うんですけど、そういう

ふうな調査はしていないんでしょうか。

【指導室長（中嶋）】 調査自体はしておりません。程度の差によるんですけれど、大きいもの

があった場合は報告いただくこともあるんですが、このところ特にいただいてはおらないもの

ですから、稲葉委員の把握されているところがもしありましたら、また情報提供いただければ

対応してまいりたいと思っております。

【教育長（岡田）】 特段、口頭受理書も回ってきていないね。

【指導室長（中嶋）】 今ちょっと主幹からあったんですけれど、問題行動調査という学校全体

がやっている調査の中に、一応子どもたちからのそういった暴力・暴言等があるかないか聞い

ているんですけれど、そこには出てきてないんですね。ですから、たぶん程度の差というんで

しょうか、暴言というのは想像の中ではあるのかなとは思うんですけど、具体的には出てきて

いない状況です。

【委員（稲葉）】 ありがとうございます。

【委員（岡本）】 ほかにはよろしいでしょうか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

６ 青梅市いじめ問題対策連絡協議会および青梅市教育委員会いじめ問題対策委員会の開

催について（指導室） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項６、青梅市いじめ問題対策連絡協議会および青梅市

教育委員会いじめ問題対策委員会の開催についてを説明いたします。

【指導室長（中嶋）】 それでは初めに、報告資料６－１、第１回青梅市教育委員会いじめ問題

対策委員会について、ご報告申し上げます。

５月１８日（金）に青梅市役所にて開催いたしました。議事につきましては、審議として、

「調査部会報告書を受けて」となっております。

裏面をご覧ください。委員名簿となっております。昨年度からの変更は、６の立川児童相談

所八戸児童福祉司、９の青梅警察署八代係長のお２人です。また、２の髙橋委員、４の和田委

員、６の八戸委員が欠席で、３の伊藤委員は遠藤スクールソーシャルワーカーが代理出席をし

ておりました。

また、傍聴希望者はありませんでした。

委員長につきましては、昨年に引き続き、１の学識経験者有村久春先生です。また、委員長

職務代理者につきましても、昨年同様８の教育関係者広田春彦委員にお務めいただいておりま

す。

議事につきましては、調査部会報告書について行われました。一部を紹介しますと、提言を

１年間で全部行うのは難しいので、重点を置いて行う。ただし、「いじめとは何か」は初めに行

うべきである。情報を関係機関で共有すべきである。ストレスコントロールやアンガーマネジ

メントなどの研修を、大人も子どもも行ってはどうか。いじめられている子、いじめを教えて
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くれた子を絶対に守ることを伝えるべきだ。ＳＮＳの問題も取り上げる必要がある、とのご意

見をいただきました。

なお、こちらの審議内容はホームページに概要を掲載する予定でございます。

続いて報告資料６－２、第１回いじめ問題対策連絡協議会についてご報告申し上げます。

８月１日（水）に青梅市役所にて開催いたしました。協議につきましては、「青梅市または学

校におけるいじめの防止等の取組の現状と課題」、「いじめの防止等に関係する機関および団体

の連携の現状、課題および改善の方策」についてです。

裏面は委員名簿でございます。今年度からの新たな委員は、１の立川児童相談所鈴木所長、

３の法務局色川支局長、７の中学校長会吉田校長、８の小学校ＰＴＡ大塚会長、９の中学校Ｐ

ＴＡ小田切会長、１１の教育相談所竹田所長です。また、欠席は１の鈴木所長で、２の青梅警

察署は代理出席でした。

傍聴希望者はありませんでした。

この協議会の会長は渡辺教育部長、会長職務代理者は教育相談所の竹田所長にお務めいただ

いております。

協議につきましては、先ほど申し上げた議題について、全員の出席者の方からそれぞれの関

係団体の果たす役割や現状をご発言いただいております。

学校からは、いじめゼロ宣言子ども議会、いじめアンケート等の検証、中学校で毎週いじめ

対策委員会を実施することについて。ＰＴＡからは、ＳＮＳが心配なこと。警察からは、登校

しなかった子どもの対応について、学校の対応の早さに驚いたこと。鈴木弁護士からは、いじ

め部会に参加し、いじめや重大事態の認識が欠けていたことを痛感した、マニュアルの改定は

前進である、などの話がありました。この協議内容につきましても、今後、本市教育委員会の

ホームージに概要を掲載します。

以上で報告を終わります。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（稲葉）】 情報なんですけれども、「親子でストレスマネジメント」という講座を大阪

市で開いたところ、一般公募して１週間以内に１００人の定員がオーバーして、キャンセル待

ちになっているそうです。やっぱり、青梅市ではどうかわからないんですけど、ちょうど夏休

みに入るところだったので応募も多かったと思うんですが、大きな都市では親子で一緒にスト

レスマネジメントをするという講座を開ける。すばらしい講師で、私の友達なんですけど、と

てもいい講師の中身がわかっていらっしゃるから応募というところもあるので、その辺のとこ

ろを青梅市でも教育委員会でも考えるといいか、家庭教育のところでも考えるといいかなと思

っています。親は要望が多いなと思います。

以上です。

【委員（榎本）】 対策委員会と協議会との関係性というか役割というものを教えていただきた



19

いと思います。

【指導室長（中嶋）】 まず対策委員会の方は、教育委員会の付属機関ということで、諮問事項

がございまして、青梅市いじめ防止マニュアルに示された取組の進捗状況の検証であるとか評

価について、またいじめ防止等の対策をいっそう推進するための方策について審議するという

ことになっております。

一方、いじめ問題対策連絡協議会についてですが、こちらはメンバーも関係機関の所長であ

るとか、支局長であるとかいうことで、組織の長の方になっていただいておりまして、連絡を

取り合う大本になるもの、そのような扱いの違いになっております。

【教育長（岡田）】 それぞれの委員会の相関、おわかりいただけましたか。

先ほどの稲葉委員の親子ストレスマネジメントの研修の予定とか実施の予定とかあるんでし

ょうか。

【指導室長（中嶋）】 この場合、ご意見いただいたのは、教員と生徒ということで、大人とい

うのは教員という意味でいただいていた意見だったので、だとすれば学校内で検証するときに、

子どもと先生と両方を対象にということでできるかなと考えていたんですけれど、親子となる

とまたちょっと私の立場ですと難しいところがあって、ＰＴＡを介してであるとか、そういう

ことになるのかなと思いますので、関係部署と相談していきたいと思います。

【教育長（岡田）】 よろしくお願いします。

よろしいでしょうか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

７ いじめゼロ宣言・子ども議会について（教育指導担当） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項７、いじめゼロ宣言・子ども議会についてを説明い

たします。

【教育指導担当主幹（拝原）】 それでは、いじめゼロ宣言・子ども議会につきまして、ご報告

をいたします。

報告資料７をご覧ください。

「いじめゼロ宣言・子ども議会」は、今年度も市長部局と連携し、市議会の議場において開

催いたしました。「いじめゼロ宣言・子ども会議」の第１回から数えますと、今年度で１３回目

となっております。

内容は、昨年度と同じように、まず議場において各学校のいじめゼロに向けた取り組みにつ

いて発表いたしました。その後、大会議場にて、「いじめゼロ宣言特別委員会」として中学校区

ごとに話し合いました。話し合いの結果、中学校区ごとのいじめ防止のためのスローガンを作

成し、最後に議場において、「いじめゼロ宣言」として発表いたしました。

参加者数は記載のとおり、小・中学生、学校関係者および保護者ほか一般の方々も含め、合

計で１６４名でございました。

今後は、中学校区で話し合われた内容を各学校において全児童・生徒へ周知するとともに、
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具体的な取り組みに関して話し合いを進めてまいります。

資料の下段から裏面にかけて、実施後のアンケートの結果を記載しております。ご回答いた

だいた方からは、「たいへんよかった」または「よかった」とのご意見をいただき、好評でした。

具体的な意見・感想としては、小学生からは、「貴重な体験になった」といったものや、「他

校の取り組みを真似しようと思った」といったものがございました。中学生からも同様に、「色々

な学校の取り組みを知ることができた」といったものや、「いじめゼロに近づけた」といったも

のがございました。

学校関係者や一般の方からは、「児童・生徒が自分たちでいじめ防止のためにできることを考

えていて、すばらしい取り組みだと思う」といったものや、「継続を希望します」などの意見が

ございました。

今回作成したスローガンに対する各校の取り組み状況について、中学校区ごとの情報交流の

際などに定期的に振り返り、各学校のいじめゼロに向けた取り組みがさらに推進できるように

してまいります。

報告は以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（手塚）】 会議の様子や、特別委員会のお部屋での様子なんかを見ていても、中学生が

とてもしっかりしていて、小学生をリードしてやってくださっている様子を見ました。この中

にもありますとおり、もう今のスタイルを何回かやってきて、学校関係者の方の感想にも、「各

校区の取組ではなく、全市的な取組を本気で話し合わせるチャレンジを期待する」というご意

見があったんですが、ぜひ中学生たちに課題としてそういう機会を、もっと踏み込んだところ

でやってみていただいてもいいのかなと思いました。

色々工夫をしていただいているようで、ありがとうございます。来年もまた意味のある、意

義のある会にしていただければと思います。

感想です。

【委員（稲葉）】 私、仕事の関係上、いつも参加できなくてとても残念な思いなんですけども、

各学校ごとにいじめをゼロにするためにどう取り組めばいいかということを、よく考えている

なとは思うんですけど、実際に子どもたち、本当にいじめってなぜ悪いのかということがわか

っているかどうか。やっぱりこういうところへ出てくる児童・生徒の皆さんに、どうしていじ

めがだめなんだという根本的なところから討論して、その上での色々な宣言というのがあれば

いいかなと思うんです。各学級、各学校で、どうしてだめかということは、道徳教育なりを通

じて学んではいると思うんですけど、全市的にはやっぱり宣言するだけではなくて、なぜだめ

なのかという根本的なところを話し合う。そしてみんなで、そうだよねという形で、それじゃ

そのいじめを根絶するためにこういう取り組みをしようというところにまでいくといいのかな

と。さっき手塚委員もおっしゃったように、本当にみんなでディベートして話し合って、考え
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て、聞いてという形。各校ばらばらにしていてはだめだよねみたいな形で、それじゃ青梅市全

部の学校でこう取り組めばいいというようなところまでもっていければ、とてもいいのになと。

これは私の個人的見解なんですけど。本当にいじめはなぜだめなのか、根本的なことがわかっ

て話し合っているのかどうかというところが、参加していないので、ちょっと伝わりにくい。

申しわけないんですけど、言葉としてはとてもいいんですけど、実質どうなのかなというとこ

ろはあるので、考える子どもたちが出てきているので、きちっとしたディベートで一度話し合

ってみてもいいのかなと思います。

以上、意見です。

【委員（榎本）】 ちょうど夏休みが始まった後ぐらいにこれが行われていると思うんですけど、

夏休みが終わったときに、出ている子はいいんですが、出ていなくていじめとかにあって不登

校が始まったり、自殺しちゃったり、夏休み明けが結構多いと思うので、こういうのが出たと

いうことを夏休み中にでも伝えられるような報告があればいいのかなと思いました。

以上です。

【教育指導担当主幹（拝原）】 色々ご意見いただきまして、ありがとうございます。

初めに、稲葉委員の方から、どうしていじめがだめなのかという根本から話し合うことも必

要ではないかというご意見をいただきました。道徳の授業でもいじめの話は取り扱っておりま

して、また、先ほどもありましたいじめ調査部会の報告書の方にも、提言の中にいじめに関す

る授業を充実させるようなこともございました。また、先日採択いただきました教科書の方に

も、いじめのことを十分に取り扱っておりましたので、そういったものを活用しながら、来年

度さらにいじめについて真剣に考える授業を進めていきたいと考えております。

また、夏休み中にこのいじめゼロ宣言について周知をというご意見もございますが、広報お

うめですとか、またホームージ等を活用しながら、子どもたちが真剣に話し合って、これにつ

いて青梅市の全校で取り組んでいくということを周知できるようにしていきたいと考えます。

以上でございます。

【教育長（岡田）】 よろしいでしょうか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

８ 青梅市立小・中学校「いじめ」実態調査結果〔６月分〕について（教育指導担当） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項８、青梅市立小・中学校「いじめ」実態調査結果〔６

月分〕について を説明いたします。

【教育指導担当主幹（拝原）】 続きまして、青梅市立小・中学校「いじめ」実態調査結果〔６

月分〕について、ご報告をいたします。

報告資料８をご覧ください。

この集計結果は、６月に市内全小・中学校で実施したいじめ実態調査の結果でございます。

資料上段の左側は、６月のアンケートで児童・生徒が記載したものを、各学校が１から９の項

目に分類したものでございます。
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表の上段を見ていただきますと、Ａ法令上のいじめ認知件数と、Ｂ社会通念上のいじめ件数

と記載しております。いじめ問題対策委員会調査部会からも、法令上のいじめについての理解

を深めるよう提言がありましたので、今年度からは各学校においていじめの定義についての理

解を徹底し、調査を実施いたしましたので、いじめの認知件数は表の中央の合計の欄にござい

ますように、小学校で１，１７７件、中学校で６４件、合計で１，２４１件となっております。

昨年度の小学校１５７件、中学校３件からすると、かなり増加しております。この件数の中か

ら社会通念上のいじめとして認知した件数は、小学校で１３件、中学校で１６件となっており

ます。

対応の状況につきましては、一番右の表にお示ししております。小学校では１，１６１件が

解消し、５５件が継続指導中、中学校では１６件が解消し、９件が継続指導中でございます。

資料の下段に発見のきっかけについて示しております。アンケート調査による発見が最も多

くなっております。アンケート以外では、本人からの訴えや本人の保護者からの訴え、学級担

任による発見がございました。

各学校の報告状況を見ておりますと、昨年度と比べると大変多くなっております。また引き

続き、各学校には学校組織としていじめの対応が図られるように指導し、再発防止、早期解決

に努めてまいります。

報告は以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（手塚）】 件数が増えたことですが、いじめの件数が増えるのはよくないんですけど、

こうやってきちんと吐き出せて、このアンケートに上がってくる数が多く出てくることは悪い

ことではないんだということを、改めて私も思いますし、教育委員会としても、ここで子ども

たちが吐き出せているということは悪いことじゃないんだという認識をぜひ広めていただきた

いと思います。特に、中学生がこれだけ書いてくれたということが、喜んじゃいけないんです

けど、でもちゃんと書いてくれて、それを先生方が見てくれているということは、絶対今まで

数に出ていなかっただけで、日常生活の中では本当に当たり前のように起きていることなので、

ありがたいなと思います。

例えば、１番の冷やかしやからかいというのも、軽いものだという認識で見てしまいますけ

れども、ここが一番スタートで、ここで傷つかないかというと、とっても傷ついたりしていま

す。今までの数から見るとだいぶ増えているので、先生方も対応が大変かと思うんですが、こ

こできちんと対応していただくことで、大きな問題にならなかったりということもあると思い

ます。

それから、学級担任の発見の数がしっかり増えていることが、ちょっとうれしいなと思って

います。今まで割とここが少なかったので、先生方がこうやって見ているんだよということは、

親としては安心につながることなんじゃないかなと思います。
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それから、地域の住民の方からの情報なんていうのも上がっているということは、本当に子

どもたちを見てくれている地域の大人がいるんだということにつながります。数字だけ出して、

ワーッと思われちゃうかもしれないので、出すときにはきちんと、子どもたちの受け入れると

いうことを続けた上で、これだけの訴えが出てきているんだよということを説明した上で、こ

の数が出ているということを、ぜひ出していただければなと思います。

せっかく声を上げてくれた、アンケートに書いてくれた中学生たちに、どんな対応をしてく

れるかで、今後、その様子を見ていたほかの子どもたちの目も変わりますし、大人たちが真剣

に取り組んでいるという様子を見せることが、いじめはやっぱり悪いことだよねということを

子どもたちが改めて認識するチャンスにもなるかと思います。本当に大変だと思いますが、対

応の方よろしくお願いいたします。

【委員（稲葉）】 発見のきっかけについては、今手塚委員がおっしゃったとおりなんですけど、

例えば本人からの訴えが小学生で１９９名、中学生が９名、この２０８件の中できちっと解決

しているのは何件かというのは知りたいなと思うんです。学級担任が発見した６４件の中で、

どれだけ解決しているか、対応しているかという数字があれば、こういうふうな発見があって、

解決がこれだけ、継続がこれだけというふうに出てくると、より子どもたちも、教員も、そし

て保護者の方も納得するんじゃないか、取り組んでくださっているなというのがわかると思う

んです。Ｃ対応状況というのがあるんですけれど、教員が見つけたのか、本人が言ったのか、

全然その辺がわからないので、その辺のところの数値が上がってくると、あ、しっかりといじ

め対応をしているなというのが明確にわかってくると思うんです。その辺は、大変な作業にな

るとは思うんですけど、いかがなものでしょうか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 今回はそこまでの数字はなかったんですけれども、おっしゃら

れたように、それぞれの対応状況について数字が明らかになるように、工夫していきたいと思

います。

【委員（稲葉）】 お願いします。ありがとうございます。

【教育長（岡田）】 例えば、Ａ学級担任が発見した６４件についてのその後のフォローとか、

一つ一つやって、クロス設定ができればということですよね。

【委員（稲葉）】 そうです、そうです。しっかりと見て、そして最終的にＣの対応のところへ

つながるとわかりやすいかなと。６４件あったんだけど、どう対応しているのか。例えば継続

指導中、あるいは期間内に解消とあっても、この６４件の中で何件あるのかというのがわから

ないので。

【教育長（岡田）】 学級担任、あるいは学級担任以外の教職員というか、このＡＢＣ、学校関

係者が発見したところについて細かいものを一回出すとか。全部でなくても。

【委員（稲葉）】 そうですね。それからやっぱり本人からの訴えというのが、子どもの気持ち

をしっかりと受けとめて対応しているという数値は、とても大事かなと思うんですけど。本人

からの訴えは、教員に本人から訴えていると理解していいんでしょうか。全体は大変でしょう



24

から、ぼつぼつとやれるといいかなと思います。

【教育長（岡田）】 ほかにいかがでしょうか。

私も今回見て、大幅に件数が増えたということは、逆に言えば法令上のいじめに対する認識

が共有されてきたかなということですので、これはぜひ継続していただきたいと思いました。

よろしいでしょうか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

９ 青梅市の学校給食のイメージキャラクター募集について（学校給食センター）

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項９、青梅市の学校給食のイメージキャラクター募集

について を説明いたします。

【学校給食センター所長（渡部）】 それでは、青梅市の学校給食のイメージキャラクター募集

について、報告させていただきます。

報告資料９をご覧ください。

１の目的といたしましては、児童・生徒が青梅市の学校給食に親しみを持ち、身近に感じて

もらえることを目的として、青梅市の学校給食をイメージしたキャラクターデザインを、小・

中学校それぞれ募集いたします。

２の募集対象としましては、青梅市小・中学校に在籍しております児童・生徒。

３のデザインテーマといたしましては、青梅市の学校給食が大好き、牛乳が大好きな、児童・

生徒に末永く愛される学校給食のキャラクターをイメージしたデザインをデザインしていただ

こうと思っております。

４の募集要領でございますけれども、応募用紙を給食センターで用意しますので、学校を通

じて児童・生徒さんに配布をしまして、自由な形で１人１点までで応募していただこうと考え

ております。

５応募期限・提出先ですが、１０月３１日までに各学校に提出をしていただきまして、各学

校でとりまとめたものを給食センターの方に送付をいただくこととしております。

６の表彰等です。応募作品は、選定委員会でまず一次審査を行って、小・中学校各３点に絞

ります。その後、小・中学校のクラス単位による投票で、小・中学校それぞれ最優秀賞１点、

こちらをイメージキャラクターとして選定します。投票につきましては、平成３１年１月を予

定しておりまして、結果発表と表彰の方は３月上旬に予定をしております。

なお、今回はイメージキャラクターのデザインのみを募集いたしまして、愛称につきまして

は平成３１年度に改めて募集しようと考えております。

裏面にまいりまして、注意事項については記載のとおりです。

報告は以上です。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（稲葉）】 ４番の募集要領のところで、「応募できるのは１人一点まで。共同制作は不
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可」とあるんですけど、共同制作は不可の理由は何でしょうか。

【学校給食センター所長（渡部）】 基本的に今回の表彰を、グループ表彰というところではな

くて個人個人の表彰にしようと思っておりましたものですから、共同ではなくて個人単位で提

出していただこうと考えております。

【委員（稲葉）】 友達同士で考えて出すのは楽しいかなと思ったので。

【教育長（岡田）】 今の点はどうですかね。校長先生の意見を聞かれましたか。

【学校給食センター所長（渡部）】 当初、小・中あわせて応募していただいて、それを５点選

んだ中の１点を優秀作品として選ぼうと思っていたんですが、やはり小学校長会の会長さんと

お話ししたところだと、小学生がかいたものと中学生がかいたものと全然違うと。選ぶときに、

子どもたちがかいた絵そのものを見て選ぶという形になるので、個性よりもうまさで選んでし

まうというところが出てしまうので、それであればやはり小学校は小学校、中学校は中学校と

いうことで、先日急遽、小学校と中学校と分けてそれぞれ３点ずつ選んで、それぞれ投票して

いただくという形に変えております。

【教育長（岡田）】 グループ、どうしましょうかね。

【学校給食センター所長（渡部）】 実は来週、校長会の方にもご説明をするんですが、その際

にも少しご意見をいただいて、募集開始が遅くなってしまうかもしれませんけれども、一応応

募用紙を印刷する関係があるんですが、そちらの方はもう一度持ち帰って検討してまいりたい

と思います。次回の教育委員会でご報告させていただきます。

【教育長（岡田）】 給食審議会もあるので、色々な意見を聞いて、よりよい方向でやった方が

面白いと思いますね。

【委員（手塚）】 キャラクターもクラス単位でということですが、オリンピックのキャラクタ

ーも小学生がクラスで投票みたいなことで、青梅でもやっているんだよいうことでしたが、  

ＰＲを上手にしていただければなと思います。各学校、小学校なら図工の先生、中学校なら美

術の先生にも周知していただいて、プッシュしていただくといいのかなと思いました。

【学校給食センター所長（渡部）】 実は小学校の校長会長さんと中学校の校長会長さんとお話

をして、小学校であれば図工の先生、中学校であれば美術の先生にお手伝いいただくというお

話をいただく中で、特に中学校については美術部の方に積極的にご応募いただきたいというお

話はしております。

あと、今回の件につきましては、結果も含めて給食だよりを使って、児童・生徒だけではな

くて保護者の方にも周知しようと思っておりますので、よろしくお願いいたします。

【教育長（岡田）】 よろしいでしょうか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

１０ 平成３０年度青梅市芸術文化奨励賞表彰について（社会教育課）

【教育長（岡田）】 続きまして、教育長報告事項１０、平成３０年度青梅市芸術文化奨励賞表

彰についてを説明いたします。
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【社会教育課長（塚本）】 それでは、報告資料１０、平成３０年度青梅市芸術文化奨励賞表彰

実施要領につきまして、ご説明させていただきます。

趣旨といたしましては、青梅市における芸術文化の振興と豊かな情操の育成に資するため、

芸術文化活動に優秀な業績をあげた市民を表彰するものでございます。

主催につきましては、青梅市および青梅市教育委員会でございます。

表彰の日時と場所は、平成３０年１１月２７日（火）午後４時、教育委員会会議室で実施い

たします。

推薦の基準につきまして、市民を対象に、平成２９年９月２日から平成３０年９月１日の期

間、芸術文化活動の結果をもとに、青梅市芸術文化奨励賞交付規則第２条の規定にのっとり、

推薦を受けつけるものであります。

募集の方法については、広報おうめ（９月１日号）および青梅市ホームページに掲載して、

広く周知するとともに、小・中学校長、社会教育委員および青梅市文化団体連盟等を通じて募

集する予定です。

募集期間は、平成３０年９月３日から平成３０年９月１４日、表彰者の決定は１０月開催の

社会教育委員会議で表彰が適当と認められた方に対し、１１月開催の教育委員会の承認後に、

市長決裁を受ける予定でございます。

また、被表彰者には交付規則第４条の規定により記念品等を贈呈いたします。

説明は以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

前回、金額については改正させてもらっておりますので。

よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

１１ 青梅市永山ふれあいセンターの施設利用および物品の販売行為について（社会教育

課）

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項１１、青梅市永山ふれあいセンターの施設利用およ

び物品の販売行為について を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 それでは、報告資料１１をご覧いただきたいと存じます。

今年も１１月４日（日）に青梅市永山ふれあいセンターで子どもふれあいフェスタ２０１８

が開催される予定でございます。このイベントは、子育て支援、児童の健全育成、異世代交流

を目的といたしまして、ＮＰＯ法人３団体で組織する実行委員会が主催するものでございます

が、社会教育課のほか子ども家庭支援課、市民活動推進課も関わっている、市民と行政の協働

事業でございます。また、青梅市および教育委員会の後援も予定しております。

このイベントの企画案は、次のページ以降でございますが、この事業の目的、趣旨を鑑みま

して、今年も永山ふれあいセンターの使用の承認について事前予約を許可すること、また販売
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行為につきましても、資料のとおり実費相当額の負担で営利を求めないものでありますことか

ら、昨年同様こちらにつきましても承認することとしたところでございます。

以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

例年どおりということでよろしいでしょうか。今年はいいとしても、来年度どうするんでし

ょうか。新生涯学習施設、早めに押さえてもらいましょうかね。ちょうど文化祭の時期か。で

も１０月が主体かな。どこかの機会にぜひ…。

【委員（稲葉）】 これ、産業観光まつりに充てているので、それの関係で生涯施設の一部でも

いいですから一緒にできればとてもいいかなと思うんですけど。

【社会教育課長（塚本）】 産業観光まつりと同日というのがひとつの…

【委員（稲葉）】 これまでそういう感じでしたので、賑わしにはいいかなと思っております。

【社会教育課長（塚本）】 了解しました。

【教育長（岡田）】 よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

１２ 青梅市新生涯学習施設（仮称）管理運営計画（案）のパブリック・コメントの実施結果につ

いて（社会教育課）

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項１２、青梅市新生涯学習施設（仮称）管理運営計画

（案）のパブリック・コメントの実施結果について を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 青梅市新生涯学習施設（仮称）管理運営計画（案）のパブリック・

コメント実施結果について、ご説明申し上げます。

報告資料１２をご覧ください。

実施期間は、平成３０年７月１日から７月１４日までの１４日間であります。

意見募集結果として、１４人から６５件の意見をいただきました。

内容といたしましては、左上の表のナンバーをご覧ください。ナンバー１から１２まで、プ

ロデューサー、コーディネーターに関する意見が１２件、１３から１５まで、観客席に関する

要望が７件、１６から３ページの２３まで、駐車場に関する要望・意見が１３件、２４から４

ページの３０まで、キッズ・ティーンに関する要望・意見が７件、３１から３４まで、備品等

に関する要望が１５件、５ページ３５から６ページ４０まで、イベント等に関する要望・意見

が６件、その他５件でした。

これらの意見および内部検討の結果、管理運営計画について若干の変更と文言整理を行って

おります。

青梅市文化交流センター管理運営計画（案）の方をご覧ください。

主な変更といたしましては、４ページのプロデューサーのうち、変更前に記載がありました

子育て空間プロデューサーの配置につきましては、キッズスペースの利用の大半が専門的な方
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を配置する委託事業である子育てひろば事業にあてられること、および子育てひろば事業以外

の時間についてはセキュリティや衛生上の観点から一般開放が困難なため、プロデュースでき

る範囲が小さいことから、削除いたしました。

その他、８ページの地下の文化活動Ａのアップライトピアノをグランドピアノに変更、バン

ドルームの常設備品にアップライトピアノを追加しております。

また、１５ページの開館までのスケジュールのうち、オープニングイベント実行委員募集を

８月から１０月に変更しております。

報告は以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（稲葉）】 今、青梅市民センターで乳幼児から小学生まで、中学生も来るんですけれど、

キッズのスペースで子どもサロン・すきっぷというのをやっているんですけれども、幅広い子

どもたちが支援学級の子どもも含め利用してくださっているので、それがあそこを閉鎖される

となくなるということなんですけれど。その辺の、乳幼児ではなくてキッズのところでそうい

うものが開催できるのかどうかというのがちょっと…。子どもたちが足繁く通って、こんない

い場所はないと集まってくる第一小学校区域の子どもたちがいるので、ここがなくなったらど

こに遊びに行けばいいのという声も聞いています。新生涯施設のところで、すきっぷのような

乳幼児から小学生・中学生が楽しめるようなものが開けるのかなというのが、ちょっと疑問で

す。キッズコーナーというところで開けるんでしょうか。その辺のところがわからないので。

【社会教育課長（塚本）】 今現在、キッズコーナーのところにつきましては、子ども家庭支援

課の方がメインで考えて企画をしているところですけど、コーナーといたしましては乳幼児と

お母さんたちが靴を脱いであがって過ごせる場所。そこの小さい子と分かれた場所に、靴を脱

いで、もうちょっと大きい子があがれるスペース。それと、下足のまま過ごせる場所。あそこ

のキッズコーナーはＬ字になっているんですけど、３種類のスペースが用意されています。そ

のほかに、セキュリティ上、そこは閉めてあるんですけど、その先にも今度は自由に出入りが

できる、テーブルを置いた、勉強ができるようなコーナーなども用意しております。そういう

ことで、色々な使い方ができるとは考えております。さらには、１階の展示・交流コーナーと

いうところにも、東側のガラス張りのところにハイカウンターを設置して、そちらでも勉強が

できるようなことを考えてございます。

以上でございます。

【委員（稲葉）】 例えば中高生が集まれるフリーのスペース、夜もそこはフリーなので集まれ

るとして、防犯カメラの設置はあるんでしょうか。中高生はちょっと、私の感覚からすると、

ある特定のたまり場になってしまってということがあるのかなと思うので、そこは大人の見る

目がない場所ならば、防犯カメラがあるといいなと思うんですけど、その辺はどうですか。

【社会教育課長（塚本）】 展示・交流コーナー、それぞれの廊下の部分にも絵を展示したりと
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か、そういう企画も考えてございますので、それぞれのフロアに防犯カメラを設置する予定で

ございます。

【委員（榎本）】 このパブリック・コメントの実施結果については、どこかで発表するとか、

これはまだ出してないんですか。

【社会教育課長（塚本）】 こちらの結果につきましては、９月議会の常任委員会の方で議会に

報告の後、一般に公開を考えております。

【教育長（岡田）】 よろしいでしょうか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

１３ 青梅市文化交流センター条例（案）等について（社会教育課）

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項１３、青梅市文化交流センター条例（案）等につい

て を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 それでは、報告資料１３をご覧ください。

本案につきましては、７月６日開催の第４回定例会におきましてご協議、ご承認いただいた

案件であります。今回、９月議会への議案上程に向けた最終調整後の主な変更点についてご説

明させていただきます。

まず、新生涯学習施設（仮称）の施設名称を「青梅市文化交流センター」とした理由につい

てご説明申し上げます。

条例案の策定にあたりまして、本施設の名称については、第４回定例会でご報告したとおり、

仮称を引き継いで「青梅市生涯学習センター」として進めてまいりましたが、生涯学習機能を

中心としつつも、基本計画の中では中心市街地の賑わいの創出といった点も基本方針の一つと

して据えており、市民の文化活動、交流活動など様々な市民活動の拠点となることを想定して

おります。第６次青梅市総合長期計画におきましても、基本計画の第４章において、「文化交流

活動が息づくまち」という目標を掲げておりますので、今回の正式名称については「青梅市文

化交流センター」と命名することとなったものであります。

次に、使用料についてであります。使用料につきましては、青梅市における受益者負担と公

費負担のあり方に関する指針にもとづいて、人件費、維持管理経費の見込みを積み上げて算定

しておりますが、職員体制や経費見込みを精査し、運営経費を絞った結果、使用料が減額とな

っております。

追加の参考資料（縦版）の方をご覧ください。右側が前回お示しした使用料で、左側が変更

後の料金です。多目的ホールにおいては全日使用で８，０００円の減、多目的ホール以外の施

設においては全日使用で３００円から１，４００円の減となりました。羽村市のゆとろぎの同

規模の施設と比較しましても安い金額となっていることから、若年層の利用促進も期待できる

と考えております。

報告資料１３の市民文化センター条例要綱の４ページをご覧ください。

３の施行期日等の（３）以降につきましては、統合される関連施設、青梅市市民センター条



30

例、青梅市ふれあいセンター条例の一部改正、および釜の淵市民館条例の廃止を規定しており

ます。

追加資料、青梅市文化交流センター条例の付則による改正に関する新旧対照表をご覧くださ

い。

青梅市市民センター条例につきましては、所在地を変更するとともに、天ヶ瀬体育館を除く

現行施設の使用料を削除しております。青梅市ふれあいセンター条例については、永山ふれあ

いセンターに関する記載を削除しております。釜の淵市民館については、条例の廃止となりま

す。

以上の変更のほか、必要な文言整理を行い、９月議会に議案上程してまいります。

報告は以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（稲葉）】 青梅市文化交流センターというのはとてもシンプルでいいなと思うんですけ

ど、愛称を市民公募というのは考えていらっしゃるんでしょうか。

【社会教育課長（塚本）】 これはあくまでも条例上の名称でございます。今後、まず企業に対

してネーミングライツの募集をかけてまいります。そこで企業名なり何なりが入った愛称をつ

けていただければと考えております。手を挙げてくださる企業さんがいらっしゃらない場合は、

その後一般公募で愛称を募集する予定でございます。

【教育長（岡田）】 近くですと、福祉センターが「スイート・プラム」と。ああいった愛称を

考えていくことになります。

【委員（稲葉）】 福祉センターって、インターネットで調べたときに、「青梅市福祉センター」

では出てこないんです。「スイート・プラム」で出てくるんです。だから、あそこでよくイベン

トとかすると、遠方から来られる方に、インターネットで調べてくださいというときに、「青梅

市福祉センター」ではどこにもないので、「スイート・プラム」というきちっとアップする方の

名前で出しておいた方がいいかなと。外部から来る方には親切かなと思います。

【社会教育課長（塚本）】 特にネーミングライツなども、趣旨といたしましては、名前がなる

べく宣伝されるというところになりますので、あくまでも文化交流センターというのは条例上

扱う名前であって、全面的にそのネーミングライツでつけていただいた名前をメインとしたい

と考えております。

【教育長（岡田）】 この地区ですと、調布の味の素スタジアムというのがあります。正式名称

は東京スタジアムですが。

よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

１４ 青梅市図書館の休館について（社会教育課）

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項１４、青梅市図書館の休館についてを説明いたしま
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す。

【社会教育課長（塚本）】 それでは、青梅市図書館の休館についてご説明いたします。

報告資料１４をご覧ください。

まず、特別整理休館でございます。これは、図書館の休館を規定しております青梅市図書館

条例第４条第５号の規定する休館の中で、特別整理期間、毎年１回１５日以内という規定にも

とづくものであります。作業の内容につきましては、すべての資料があるかないか、一般に言

う棚卸でございますが、蔵書点検、その他に書架、図書等の清掃を行いまして、市民の皆様に

気持ちよく利用していただける図書館を目指して館内の整理をしているところでございます。

また、休館に伴う利用者の皆さんの不便を軽減するため、市内の図書館を３つの地区に分け

て、３回に分けて実施を予定しております。

実施期間および実施館でございます。平成３０年１０月１日から１０月５日の５日間につき

ましては、長淵、大門、新町、今井の４館でございます。１０月９日から１０月１２日の４日

間につきましては、沢井、小曽木、成木の３館を予定しております。１０月１６日から１０月

２１日の６日間につきましては、中央図書館、青梅図書館の２館を予定しております。

第２に、梅郷図書館の臨時休館についてでございます。梅郷市民センターでは、平成３０年

１０月１日から１１月１６日の間、梅郷市民センター（本館）空調・換気設備改修工事が予定

されております。このため、梅郷図書館について、図書館利用者の安全面等を勘案し、図書館

部分の工事期間を臨時休館といたします。また、梅郷図書館の特別整理についてでございます

が、臨時休館期間内に必要な特別整理業務を行う予定でございます。

特別整理および梅郷図書館の休館の周知につきましては、広報おうめ、図書館ホームページ、

館内ポスター等で皆様に周知をさせていただきます。

説明は以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（手塚）】 休館の間のポストへの返還は可能ですか。それも休みでしょうか。

【社会教育課長（塚本）】 ポストは可能です。

【教育長（岡田）】 よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

１５ 諸報告 

(１) 委員会等会議録 

      ア 青梅市立学校給食センター運営審議会会議録（学校給食センター） 

      イ 青梅市社会教育委員会議会議録（社会教育課） 

(２) 事業等の実施予定について 

       ア 生涯学習事業実施予定について（社会教育課・文化課） 

(３) 事業等の実施結果について 
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       ア 学校訪問の実施結果について（教育総務課） 

       イ 長期欠席児童・生徒の状況（４～６月）について（教育指導担当） 

       ウ サタデークラスの実施状況（６～７月）について（教育指導担当） 

       エ 生涯学習事業実施結果について（社会教育課・文化課） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項１５、諸報告ですが、あらかじめ各委員には事前に目

を通していただいておりますので、何かご質問、ご意見等がございましたらお願いいたします。

【委員（稲葉）】 中央図書館の多目的ホールを使わせていただいたときに、プロジェクターを

使ったんですけれど、やはり外部から来た人にはあのプロジェクターの操作がわからなくて、

センターの方にお聞きしたんでけれど、そのセンターの方も操作がわからないということで、

ちょっと手間取りました。やはり図書館の多目的ホールの機材をきちっと説明できる方が必ず

１人はいてほしいなと、とっても思いました。

以上です。

【社会教育課長（塚本）】 それは大変失礼いたしました。センターの方というのは？

【委員（稲葉）】 図書館の方で、男の方が出ていらっしゃいました。

【社会教育課長（塚本）】 彼はよく知っている子なんですが…

【委員（稲葉）】 若い方ではありませんでした。

【社会教育課長（塚本）】 年配の方は、まだ慣れていなくて、指導はしているんですが…。大

体操作を指導できる者が常時いるんですけれど、申しわけございません。

【委員（稲葉）】 たまたまいなかったということですね。

【社会教育課長（塚本）】 はい、申しわけございませんでした。指導していきます。

【教育長（岡田）】 申し込んだ段階であらかじめプロジェクターを使うことがわかっていれば、

確実に対応できる職員を。そういうときは館長に申し出てください。

【委員（手塚）】 長期欠席児童、不登校のお子さんの調査データをいただいているんですが、

中学生は多いんだなということを数字を見て思いました。東青梅のセンターの適応指導教室等

へ行ってらっしゃるお子さんが、この中でどのくらいいらっしゃるか、もしわかれば教えてい

ただきたいなと思いました。全欠席の方が中学生で６月末あたりで見ても２１人ぐらいいらっ

しゃるようですが、何かもしおわかりの状況があれば教えていただけますでしょうか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 ふれあい学級の方、毎月報告を受けているんですが、今手元に

資料がございませんので、申しわけありませんが、次回改めてご報告させていただきます。

長期欠席、全欠席と全欠席に近い児童・生徒ということで、１カ月に３日来ていない、つま

り、１週間に１回来ている子は外しているというような関係でカウントしているんですが、そ

ういった児童・生徒が多くなりつつあります。その辺は、学校の方でも個票をつくりまして、

丁寧に対応しているところではありますが、なかなか改善が難しいような状況でございます。

ふれあい学級の方とは定期的に連絡会をもちまして、指導室から指導主事が出席をして連携

はしているところでございます。
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【委員（手塚）】 スクール・ソーシャル・ワーカーの先生に登校のお手伝いいただいているの

は小学校がメインですね。中学校の子も、実は進路の問題もあったりするので、学校に出られ

ないということが後々まで響いてしまったり、中学生になると親御さんの言うことを聞かなか

ったり、親御さん自身が手が回らなかったりというところで、色々ケアをしなければいけない

お子さんたちのご家庭だったりするんだろうなと思って。でも、数字で出てくると、ここにも

人手が必要だなということを、ちょっと思ったりしました。感想です。

【教育長（岡田）】 ほかにいかがでしょうか。

よろしいですか。

それでは、教育長報告事項は以上で終了いたします。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第４ 協議事項 

  １ 平成３０年度青梅市教育委員会事務点検評価（平成２９年度分）について（教育総務課） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項に移ります。

協議事項１を議題といたします。平成３０年度青梅市教育委員会事務点検評価（平成２９年

度分）について を説明いたします。

【教育総務課長（浜中）】 それでは、平成３０年度青梅市教育委員会事務点検評価について、

ご説明申し上げます。

恐れ入りますが、お手元にあります協議資料１をご覧ください。

平成３０年度青梅市教育委員会の事務点検評価は、平成２９年度分の事務事業を対象とした

ものでございますが、報告書（案）を別紙の資料のとおりとりまとめました。

平成２９年度分の対象事務事業は１２６項目ございます。これにつきまして各担当課が評価

を実施し、そのうち重点項目である５２項目について報告書に掲載しております。

また、平成２９年度分の事務事業評価につきましては、有識者として校長経験者の吉村正久

先生、この方は２年目となります。もうお一方、教育行政経験者の内山英紀先生、この方は今

回が初めてとなります。青梅青年会議所の前理事長等を歴任されている方でございます。この

お二人方にご意見をちょうだいし、その意見を文書にまとめて、本報告書（案）の末尾に掲載

してございます。

事務点検評価有識者からの意見につきましては、平成３０年７月４日に第１回目の有識者会

議を開催し、今回とりまとめました報告書を提示して、各事業の取り組み成果、自己評価など

を説明し、その後、第２回有識者会議を７月２４日、第３回を８月７日に実施し、両有識者の

方々からご意見をいただいたものでございます。

それでは、表紙の裏の目次をご覧いただきたいと思います。

ご覧のとおり、ⅠからⅤまでの項目の内容となっております。特にⅣ、２０ページからの事

務点検評価の内容、それからⅤは先ほど申し上げました有識者のお二人からの意見という内容

になってございます。
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この教育委員会事務局が行った点検評価に対しまして、お二人の有識者の方から３回の会議

の中で色々ご意見をいただき、この報告書をとりまとめさせていただいた次第でございます。

この内容等につきまして、本日の委員会によって協議をお願いするものでございます。

なお参考までに、今後の予定といたしましては、本日ご協議をいただき、ご承認をいただく

ことができましたら、議案としてさらに提出させていただきます。ご審議の上、ご決定をいた

だきますと、９月６日から開催されます９月市議会定例会開会中に議会へ提出し、各議員へお

渡しするとともに、教育委員会のホームページで市民に対し公表させていただく予定で準備を

進めてまいりたいと考えております。

内容はご覧のとおり、非常に多岐にわたるものでございます。よろしくご協議いただき、ご

承認賜りますようお願い申し上げます。

説明は以上です。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（榎本）】 この担当課の評価に関しては、自己評価ということになるんですか。

【教育総務課長（浜中）】 こちらの評価につきましては、その事務事業を行った担当課が自己

評価をしております。係長級までで第一次評価を、それに加えて部課長が第二次評価を加えた

その総合的な評価が、◎から×まで４段階の評価がなされているところでございます。

【委員（榎本）】 有識者の方は、この事務点検の評価の資料を見て、今回講評を書かれたとい

うことですか。

【教育総務課長（浜中）】 おっしゃるとおりでございます。この内容につきまして、３回の会

議の中で担当課からの説明を受け、この評価の適否も含めた、その事務事業の内容について幅

広い見地からのご意見をいただいたということでございます。

【教育長（岡田）】 １ページの「はじめに」というところの第２段落ですけれども、「教育に

関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等」が規定された関係で、平成２０年４月１

日から、毎年こういった評価を実施しております。

それで、次の２ページのところに、評価基準と評価記号という形で、◎○△×というふうな

評価基準が記載されているんですけれども、私が教育長に就任した当初、三、四年前まではお

おむね◎か○というようなところがあったんですが、普通にできたら◎ではなくて○で、目的

以上にできた場合は◎ということで、評価の基準を◎から○に移して、２年ほど前からは全体

の評価を見直しております関係上、おおむね良好の場合は○という評価に変えるという形にな

ったのは３年ぐらい前からですかね。それまでは７割、８割が◎という担当課の評価となって

おりました。

【委員（稲葉）】 内山先生の評価のところで、「この資料のみでは評価をするための資料が少

ないため」というのが１行目にあるんですけれども、「成果・課題の内容等をより細かく記載す

る必要性がある」というところで、内山先生からどういうふうな評価の項目が必要なのかとい
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うアドバイスとか、そういうのはあったんでしょうか。

【教育総務課長（浜中）】 内山先生は今回初めて有識者として評価に対するご指摘をいただい

たわけですけれども、やはり自己評価ということで、仕事をわかっている者が書いている記述

の内容であると。外部の人間が、この評価が正しいのかどうかということを判断するには不親

切な文章であると。かなり厳しいご指摘を受けました。そういう中で、各本文にあります事務

事業の取組状況、その下の達成状況、成果、今後の方向性、これをもっとその内容についてか

み砕いた、外に向かってもその事務事業がどんなことをやっているのか、そういうことがわか

る記述にしなさいということで、３回の会議の中、３回以外のところでも内山先生からは色々

ご指摘を受けて、各担当課はかなりの部分、できるだけわかりやすい記述を心がけて、書き直

したりもいたしました。そんなようなご指摘を受けた次第でございます。

内山先生には膨大な資料を湯水のように送らせていただいて、でもそれをきちんと咀嚼して

色々的確な厳しいご指摘をいただいたので、今回大変内容も充実したというふうに自負してい

るところでございます。

【教育長（岡田）】 よろしいでしょうか。

それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を、承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、平成３０年度青梅市教育委員会事務点検評

価（平成２９年度分）について は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

２ 青梅市就学の援助に関する規則の一部改正について（学務課）

【教育長（岡田）】 次に、協議事項２を議題といたします。青梅市就学の援助に関する規則の

一部改正について を説明いたします。

【学務課長（石川）】 それでは、協議資料２、青梅市就学の援助に関する規則の一部を改正す

る規則要綱について、ご説明をさせていただきます。

本規則につきましては、昨年１０月１２日に開催いたしました平成２９年度第７回青梅市教

育委員会定例会におきまして、議案として本規則の一部改正についてご決定をいただいたとこ

ろであります。

その際の改正内容についてでありますが、就学援助費の支給時期が、学期ごとに実際にかか

った実費の費用の報告を受けてから支給しておりまして、そのため最初の支給が１学期分をま

とめて９月に支給していたわけでございます。しかしながら、新入学の児童・生徒に支給され

る特別扶助費につきましては、実費ではなくて要保護児童・生徒に対します要保護対象限度額

に準拠した額を定額で支給するものでありまして、本来、入学準備のための物品等を買い揃え

るための費用であることから、入学前に支給できるように、新中学１年生につきましては規則

を改めまして、すでに平成３０年３月から支給を実施しているところでございます。しかしな
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がら、新小学１年生につきましては、入学準備金であります特別扶助費を３月に支給するため

には、現行の就学援助費支給のためのソフトであります青梅市就学援助費管理システムを改修

する必要がありましたことから、平成３０年３月からの実施に至らなかったところでございま

す。このため、システム改修を本年度実施いたしまして、今回の規則改正によりまして、新小

学１年生につきましても、入学準備金である特別扶助費を３月に支給しようとするための改正

であります。

それでは、１の改正の理由であります。小学校の新入学にかかわります就学援助費を入学前

に支給できるようにするため、所要の規定の整備を行おうとするものであります。

次に、２の改正の内容であります。（１）といたしまして、支給日等の見直しについてであり

ます。就学援助費のうち新入学児童特別扶助費につきましては、次年度に小学校に入学を予定

する者の保護者に対しても、入学前に支給できることというように改めようとするとともに、

（２）その他所要の規定の整備に関しまして、２枚おめくりいただきまして、新旧対照表に記

載されております。今回の規則改正にあわせまして、文言の整理を若干させていただきたいと

思います。

最初のページにお戻りいただきまして、３の施行期日でありますが、平成３０年１０月１日

であります。

説明は以上であります。よろしくご協議の上、ご承認をいただきますようお願いいたします。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

従来９月に支給していたものを、入学前の３月に特別扶助費として、小学校ですとランドセ

ルとか色々な入学支度金を支給できるように改正しようとするものでございます。

【委員（榎本）】 ほかのところでもやっているところがあるのかもしれないんですけれど、予

定ということで、それがもし変わったとか、そういうものに関しての手当というのはあるので

しょうか。

【学務課長（石川）】 こちらの就学援助に関します特別扶助費につきましては、他市でも同様

にできるだけ早い時期に支給をということで、２６市でも大方の市については入学前に支給す

るように改正をしているというふうに承知しております。

【教育長（岡田）】 申請して支給して、３月下旬に引っ越してしまったらどうするんですか。

【学務課長（石川）】 引っ越した場合につきましては、もとの市で支給している場合にはその

旨を相手の市に通知いたします。ですので、同じ内容で両方の市から受けるということはない

と。そういうような形で市町村の中でやりとりをしている状況がございます。

【教育長（岡田）】 よろしいでしょうか。

それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を、承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市就学の援助に関する規則の一部改正

について は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

３ 青梅市教育委員会いじめ問題対策委員会調査部会からの提言にもとづく取組について（教

育指導担当）

【教育長（岡田）】 次に、協議事項３を議題といたします。青梅市教育委員会いじめ問題対策

委員会調査部会からの提言にもとづく取組についてを説明いたします。

【教育指導担当主幹（拝原）】 それでは、協議資料３、青梅市教育委員会いじめ問題対策委員

会調査部会からの提言にもとづく取組（案）をご覧ください。

平成３０年７月６日の教育委員会定例会において、青梅市教育委員会いじめ問題対策委員会

調査部会報告書の提言をもとに、今後の教育委員会や学校が取り組む内容についてまとめた本

案についてご協議いただいたことをもとに修正したものでございます。

主な修正点についてご説明いたします。恐縮ですが、３ページをご覧ください。

中段の４「重大事態への対処」のところで、重大事態についての説明を「学校が取り組むこ

と」の前に出し、よりわかりやすいようにしました。

続いて４ページをご覧ください。５行目のエのところの文頭が、「遺族に対して」となってい

たところを、「いじめを受けた児童・生徒の保護者に対して」に修正をしております。同様に７

行目の「児童・生徒に生じた死」となっていたところを、「児童・生徒に生じた重大事態」に修

正をしております。

このほかにもいただいたご意見がございましたが、本案が調査部会からの提言にもとづく取

組ということで、提言にない内容につきましては本案からは割愛させていただきました。

説明は以上となります。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（稲葉）】 提言にないものにはどういった事柄が上がっていたかはおわかりになります

でしょうか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 保護者に対する啓発ですとか、そういったようなご意見をいた

だいたんですが、それに関しましては、今回これが保護者に寄り添った形での提言ということ

で調査部会から出されておりましたので、一応そちらにつきましては割愛させていただきまし

た。

【委員（稲葉）】 ありがとうございます。

【教育長（岡田）】 よろしいでしょうか。

それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を、承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市教育委員会いじめ問題対策委員会調

査部会からの提言にもとづく取組について は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第５ 議案審議

議案第１０号 青梅市美術館運営委員会委員の委嘱について

【教育長（岡田）】 次に、議案審議に移ります。

議案第１０号を議題といたします。青梅市美術館運営委員会委員の委嘱についてを説明いた

します。

【文化課長（北村）】 それでは、議案第１０号青梅市美術館運営委員会委員の委嘱について、

ご説明申し上げます。

本議案は、青梅市美術館条例第２１条の規定にもとづき、青梅市美術館運営委員会委員の委

嘱をしようとするものでございます。

本運営委員会委員の任期につきましては、同条例第２１条第４項の規定により、２年間と定

められており、現在の運営委員会委員の任期が平成３０年１０月６日をもって任期満了となる

ため、下記の表のとおり、学校教育および社会教育関係者４人、知識経験者３人の合計７人の

委員を新たに委嘱しようとするものでございます。

資料を１枚おめくりいただき、別紙の青梅市美術館運営委員会委員名簿の右側の改選欄をご

覧いただきたいと思います。一番上の実森浩明委員から４人目の持田晃子委員までの４人と、

一番下の塩野麻理委員の５人は再任とさせていただこうとするものでございます。また、上か

ら５人目の世田谷美術館学芸部長の橋本善八氏と、その下の元町田市立国際版画美術館副館長

の佐川美智子氏のお２人を知識経験者として新たに委員の委嘱をさせていただこうとするもの

でございます。

なお、任期につきましては、前のページにお戻りいただきまして、平成３０年１０月７日か

ら平成３２年１０月６日までの２年間としようとするものでございます。

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

角井先生と吉川館長のかわりに、新たに世田谷美術館学芸部長さんと元町田市立国際版画美

術館の副館長さんに就任いただこうとする内容でございます。

よろしいでしょうか。

それでは、これより採決いたします。

本件を、原案どおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、議案第１０号青梅市美術館運営委員会委員

の委嘱については原案どおり可決されました。
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┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 次に、先ほど協議事項１および協議事項２が承認されたことに伴い、議案

が２件追加されるとのことであります。つきましては、本日の日程に、議案第１１号平成３０

年度青梅市教育委員会事務点検評価報告書（平成２９年度分）の決定についておよび議案第  

１２号青梅市就学の援助に関する規則の一部を改正する規則についてを追加したいと思います

が、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認め、本日の日程に議案第１１号および議案第１２号を追加い

たします。

議案書を配付してください。

〔議案書配付〕

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

議案第１１号 平成３０年度青梅市教育委員会事務点検評価報告書（平成２９年度分）の決定に

ついて

【教育長（岡田）】 それでは、ただいま議題となりました議案第１１号平成３０年度青梅市教

育委員会事務点検評価報告書（平成２９年度分）の決定についてを説明いたします。

【教育総務課長（浜中）】 それでは、議案第１１号平成３０年度青梅市教育委員会事務点検評

価報告書（平成２９年度分）の決定について、ご説明を申し上げます。

本案は、ただいま協議資料１にもとづきまして、平成３０年度青梅市教育委員会の事務点検

評価報告書（案）の内容につきまして、先ほどご説明を申し上げたとおりでございます。

本案につきまして、よろしくご審議の上、ご決定を賜りますようお願い申し上げます。

説明は以上です。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

よろしいでしょうか。

それでは、これより採決いたします。

本件を、原案どおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、議案第１１号平成３０年度青梅市教育委員

会事務点検評価報告書（平成２９年度分）の決定については原案どおり可決されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

議案第１２号 青梅市就学の援助に関する規則の一部を改正する規則について

【教育長（岡田）】 次に、議案第１２号を議題といたします。

青梅市就学の援助に関する規則の一部を改正する規則についてを説明いたします。

【学務課長（石川）】 それでは、議案第１２号青梅市就学の援助に関する規則の一部を改正す
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る規則について、ご説明申し上げます。

本案は、ただいま協議資料２にもとづきまして、青梅市就学の援助に関する規則の一部を改

正する規則の内容につきまして、先ほどご説明申し上げたとおりでございます。

本案につきまして、よろしくご審議の上、ご決定を賜りますようお願い申し上げます。

説明は以上です。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

よろしいでしょうか。

それでは、これより採決いたします。

本件を、原案どおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、議案第１２号青梅市就学の援助に関する規

則の一部を改正する規則について は原案どおり可決されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 以上で、予定された案件についてはすべて終了いたしました。その他何か

ありますか。

それでは、今後の日程について教育総務課長から説明いたします。

【教育総務課長（浜中）】 それでは、ご配付しております今後の日程をご覧いただきたいと思

います。

ご覧のとおり、９月１５日から９月３０日まで、市内各地の小・中学校で運動会が開催され

る予定でございます。９月１５日と９月２９日はかなりなハードスケジュールとなっておりま

す。ご都合のつく範囲でご参加いただければと存じます。よろしくお願いいたします。

続きまして、１０月５日（金）第７回教育委員会定例会を予定しております。時間は午後１

時３０分から、会場はこの会場を予定しております。よろしくお願いします。

それから、１０月１２日（金）におきまして、東京都市町村教育委員会連合会管外視察研修

が予定されております。現在のところ、視察先は未定でございます。詳細につきましては、わ

かり次第、後日連絡をさせていただきます。

今後の日程につきまして、ご報告は以上でございます。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第６ 教育長閉議および閉会宣言 

【教育長（岡田）】 以上で本日の日程は終了しましたので、閉会といたします。お疲れさまで

した。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

午後４時００分閉会
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青梅市教育委員会会議規則第２６条の規定により、ここに署名する。

青梅市教育委員会教育長

青梅市教育委員会委員


